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2 

具
体
的
に
し
て

有
機
的
な
総
合
研
究
を

身
(
法
式
)
・
口
(
布
教
)
・
意
(
教
学
)の

三
業
の
一致

宗
務
総
長
大
田
秀
三

「
平
成
」
と
い
う
元
号
に
改
ま
っ
た
年
の
四
月
に
、
浄
土
宗
総
合
研

究
所
が
発
足
い
た
し
、
既
に

一
年
を
経
過
し
ま
し
た
。
そ
の
所
報
第

一
号
が
発
刊
さ
れ
ま
す
こ
と
は
感
慨

一
入
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

申
す
ま
で
も
な
く
本
宗
は
他
宗
に
円
ん
ら
れ
ぬ
教
学

・
布
教
・
法
式

の
三
研
究
所
を
早
く
か
ら
設
置
し
、
そ
の
実
そ
あ
げ
て
ま
い
り
ま
し

れ
ん
。今

回
こ
の
三
部
門
を
相
互
有
機
的
関
連
の
も
と
に
統
合
し
、
斯
界

の
権
威
で
あ
る
竹
中
信
常
先
生
を
所
長
に
迎
え
、
各
研
究
部
長
・事
務

長
を
も

っ
て
構
成
す
る
連
常
企
画
会
議
に
よ

っ
て
基
本
的
方
向
が
打

ち
た
て
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
本
宗
教
化
の
あ
り
方
を
二
十

一
世
紀
に

向
っ
て
、
地
球
的
視
野
の
も
と
に
確
立
し
、
現
代
の
高
度
情
報
化
社

会
に
お
け
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
社
会
機
構
の
変
革
に
対
応
す
る
浄
土

宗
総
合
研
究
所
の
果
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
責
務
は
極
め
て
重
大
で
あ

る
と
い
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

特
に
高
齢
化

・
情
報
化

・
国
際
化
社
会
に
対
し
、
宗
祖
法
然
上
人

の
教
え
を
基
調
と
す
る
伝
統
教
学
の
今
日
的
問
顕
を
計
り
、

具
体
的

に
し
て
有
機
的
な
研
究
成
果
が
本
宗
の
総
合
教
化
施
策
の
樹
立
に
大

き
く
寄
与
さ
れ
ん
・
』
と
を
切
望
し
て
や
ま
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
四
月

一
日
を
も

っ
て
発
足
し
た
本
研
究
所
も
本
年
四
月
よ
り

組
織

・
人
事
を

一
応
完
備
し
、
実
動
の
段
階
に
入

っ
た
。
こ
の
新
発

足
に
当
り
、
総
合
研
究
所
所
報
第

一
号
を
発
刊
す
る
。

顧
み
れ
ば
、
本
宗

に
お
け
る
教
化
研
究
の
機
関
は
、
遠
く
昭
和
十

八
年
浄
土
宗
教
学
院
研
究
所
の
開
設
を
哨
矢
と
し
、
在
来
浄
土
宗
布

教
師
会
所
属
の
研
究
活
動
を
機
開
化
し
て
昭
和
五
十
三
年
四
月

一
日

そ
の
規
定
を
制
定
し
、
昭
和
五
十
五
年
九
月
十
六
日
、
明
照
会
館
内

に
布
教
研
究
所
の
設
立
を
み
た
。
さ
ら
に
昨
年
間
月
の
本
研
究
所
の

開
制
に
伴
い
法
式
会
に
お
い
て
法
式
研
究
部
が
新
設
さ
れ
た
。
こ
れ

ら
の
機
関
は
す
べ
て
総
合
研
究
所
組
織
に
組
み
込
ま
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

教
学
研
究
部
、
布
教
研
究
部
、

法
式
研
究
部
と
し
て
統
合

・
和
合
す

る
こ
と
に
な

っ
た
。

い
う
ま
で
も
な
く
、

こ
れ
ら
各
研
究
部
は
そ
れ
ぞ
れ
独
円
の
実
質

と

H
的

t
を
持

っ
て
い
る
が
、
し
か
し
そ
れ
ら
が
個
々
、ば
ら
ば
ら
の

在
り
方
。て
は
本
宗
教
化
の
実
を
挙
げ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
三
者
が

各
自
の
特
質
を
持
ち

つ
つ
も

一
つ
の
有
機
体
と
し
て
活
動
す
べ
き
で

あ
る
。
素
雑
な
表
引
で
恐
縮
だ
が
、
い

っ
て
み
れ
ば
、
教
学
は
本
宗

信
仰
の
本
義
を
理
論
的
に
研
究
・
解
明
し
、
布
教
は
こ
れ
を
ひ
ろ
く



一
般
大
衆
の
理
解

・
実
践
に
適
う
よ
う
に
宣
説
し
、
法
式
は
こ
れ
を

法
儀

・
儀
式

・
日
常
生
活
の
上
に
具
体
的
に
体
現
す
る
役
割
を
拾
う

も
の
で
、
か
か
る
身
(
法
式
)
・
口
(
布
教
)
・
立
(
教
学
)
の
三
業
の

一

致
こ
そ
本
宗
教
化
の
望
む
べ
き
姿
で
あ
り
、
本
研
究
所
の
理
想
態
に

は
か
な
ら
な

い
。
そ
し
て
、
そ
の
実
動
を
有
機
的
に
推
進
す
る
た
め

に
事
務
局
が
併
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
趣
旨
の
も
と
に
あ
る
本
研
究
所
の
組
織

・
人
事
及

び
各
研
究
部
の
事
業
計
画
等
の
実
態
を
ひ
ろ
く
江
湖
に
周
知
し
て
項

き
、
諸
賢
の
理
解
と
支
援
と
を
願
う
べ
く
、
所
報
第

一
号
を
編
し
た
次

第
で
あ
る
。

新
し
い
樹
液
を

十
二
世
紀
に
お
け
る
法
然
登
場
の
意
義
は
、
ひ
と
り
宗
教
改
革
者
の

立
場
だ
け
で
な
く
広
汎
な
、
』
の
国
社
会
の
精
神
構
造
に
重
要
な
問
題

を
投
げ
か
け
ま
し
た
。
無
知
な
庶
民
大
衆
は
法
然
の
念
仏
に
よ
っ
て

理
想
と
個
性
に
目
ざ
め
、

乱
世
を
生
き
抜
く
道
を
発
見
し
た
の
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
輝
か
し
い
伝
統
を
継
承
し
て
き
た
わ
が
浄
土
宗
教
団
は
、
つ

ね
に
そ
の
時
代
を
リ
ー
ド
す
る
教
学
、実
践
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

二
十

一
世
紀
を
迎
え
よ
う
と
す
る
現
在
、
そ
の
使
命
感
は
い

っ
そ
う
重

い
も
の
と
言
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

総
合
研
究
所
の
発
足
は
ま
さ
に

こ
の
要
請
に

こ
た
え
る
た
め
の
も

の
に
は
か
な
り
ま
せ
ん
。
法
然
念
仏
は
、
揺
れ
動
く
価
値
観
の
現
代

に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
じ
位
置
付
け
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
。
教
学

は
そ
の
軸
芯
を
掘
り
下
げ
固
定
し
、
布
教
、
法
式
は
そ
こ
か
ら
生
い

立
つ
樹
幹
に
ふ
さ
ふ
さ
と
し
た
枝
葉
を
繁
ら
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

幸

い
に
も
初
代
研
究
所
長
に
竹
中
信
市
博
士
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
学
徳
兼
備
、
加
え
て
博
士
の
シ
ャ
ー
プ
な
近
代
感
党
は

こ
の
新
樹
を
み
ず
み
ず
し
い
樹
液
で
潤
わ
せ
て
く
れ
る
、で

し
ょ
う
。

すぐそこ，21世紀・・…・
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各
研
究
部
・
部
長
の
プ
日
ギ
|
ル

藤堂恭俊{聞きょうL..，A)

数学研究部長

板垣隆寛(<t_n'きり剛うかん)

布教研究部長

津田徳翁(t_' <0，'う)

法式研究部長

大正7年和歌山県田辺市に生まれ

る。昭和16年大正大学卒業。側散

大学文学部長、同大学園書館長、

同大学付属幼稚園長、日本仏教学

会理事等を歴任。

現在、併教大学文学部仏教学キヰ教

授、大正大学講師、日本印度学仏

教学哩事、総本山知恩院浄土宗学

研究所主任、文学博士、京都市東

山区・ 信重院住職。

阿
弥
陀
如
来
は
、
あ
な
た
の
そ
ば
に
。

そ
の
こ
と
を
、
あ
な
た
は
知
っ
て
い
ま
す
か
?

汝
今
知
不
阿
弥
陀
仏
去
此
不
透
(『観
無
量
寿
経
h

よ
り
)

大正4年山形県村山市に生まれる。

昭和8年時宗宗学林卒業。

山形教区教化団長、同教区宗議会

i義員、山形県仏教会会長等を歴任。

現在、宗教教融市常務理事、浄土

宗東北教融市会会長、 一向上人腕

限念仏間iFI会会長、山形県村山市

・待性寺住1比

大正3年東京都港区に生まれる。

昭和10年大正大学卒業。

東京教区教区会議員、各法式講習

会前師等を歴任。

現在、浄土宗法儀司、大本山増上

寺教佼師、同式師会顧問、同雅楽

会顧問、同御忌会奉行、東京教区

城商品且組長、東京都港区高輪 ・正

党寺 前住月九



総
合
研
究
所
の
組
織

研究所の事務を一一一で表す

研究活動を ....・H ・-で表す

研究所事務全般一一

指示及び処理 ~ .. 

-

者

者

一

一

繍

説

醐

…

一

務

部

臓

一

{

示

各

学

一

-事務長-研究所長

-教学研究部部長

-布教研究郎部長

-法式研究部部長

4・H・H ・-…・... .・ H・日H ・ H ・ -… .. ....・H ・-…... ..・ H ・...... . .~

...:r..........・・・・・...

t:._ι一一-， I • : I r一一一色_，_
数学研究節

研究活動

指示 ?報告
守 i

法式研究鶴

1人-部長

・主任

布教研究郁

1人-部長

・主任

・研究員

-部長 1人

・主任 2人

・研究員 若手人

・研究部員 若干人

2人2人

若干人 若干人-研究員

若干人-研究部員若干人-研究部員

研究に関わる事務全般の処理

札まのf<'?~，化研究P/i/i総介研究所f<' ，研究m; となり 般 lも侍，_-いて ，;tf<〆..jが亨持するこ tにむ 2た

総合研究所がある明照会館
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総
合
研
究
所
各
部
の
事
業
報
告

{
東
部
】

平
成
元
年
4
月
よ
り
平
成
2
年
3
月
ま
で
の
活
動
ぞ

以
下
報
告
す
る
。

一
、
公
開
講
座

。
6
月
お
日
(
金
)
午
後
3
時
半
1
5時
半
/
明
照
会
館

会
議
室

「州仰
と
キ
リ
ス
ト
教
」

講
師
1
上
智
大
学
東
洋
宗
教
研
究
所
長

・
門
脇
佳
吉

先
生

@
ロ
月
H
日
(
木
)
午
後
3
時
半
1
5
時
半
/
明
照
会
館

会
議
室

「極
楽
浄
土
と
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
か
ー
ー
そ
の
心教学研究部

理
学
的
安
丞
小
」

講
師
l
東
洋
大
学
整
奴

・
恩
田
彰
先
生

二
、
研
究
部
員
研
究
発
表
会

3
月
四
日
(
木
)
午
後
2
時
1
5
時
/
明
照
会
笠
エ
議

室阿
川
正
武
l
宋
代
浄
土
教
に
お
け
る
択
瑛
と
用
欽

渡
辺
真
宏

1
『阿
弥
陀
経
釈
』
に
つ
い
て

武
田
道
生

1
都
市
寺
院
に
お
け
る
供
養
儀
礼
の
実
態

【
西
部
】

平
成
元
年
4
月
以
降
、
平
成
2
年
3
月
ま
で
の
活
動

経
過
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

て
定
例
研
究
会

@
6
月
出
日
(
水
)
午
後
2
時
半
よ
り
/
仰
教
大
学
脱
陵

館
第

一
会
議
室

井
上
知
旦
之
l
チ
ベ
ッ
ト
撰
述
の
ア
ピ
ダ
ル
マ
文
献
の

研
究
会
一)

村
上
兵
端
l
『釈
浄
土
群
疑
採
要
記
』
と

『群
疑
論
見

間
』
と
の
問
述
に
つ
い
て

福
原
隆
善
H

『往
生
要
集
』
の
総
相
観
に

つ
い
て

@
9
月
訂
日
(
水
)
午
後
2
時
半
よ
り
/
仰
教
大
学
牒
陵

館
第

一
会
議
室

東
谷
信
昭

1
『安
養
集
』
の
基
礎
的
研
究

梶
山
雄

丁
目
『
大
智
度
論
』
に
あ
ら
わ
れ
る
阿
弥
陀
仏

信
仰

@
叩
月
白
日
(
水
)
午
後
2
時
半
よ
り
/
仰
教
大
学
騰
陵

館
第

一
会
議
室

古
田
彦
太
郎

I
E
-∞同ヨ
σE
凶
ヨ
血
児
白
に
お
け
る

J

ヘzm白l
D
印
ロ
色
町
血
肉
同門
『MM
F

に
つ
い
て

間
山
令
史
l
哲
学
的
議
論
の
型

平

岡

聡

1
ミ
シ
ガ
ン
大
学
留
学
一雑
感

。
日
月
目
日
(
水
)
午
後
2
時
半
よ
り
/
仰
教
大
学
騰
陵

館
第

一
会
議
室

竹
内
兵
道
l
「
動
き
」
と
「
同
定
化
」

可弁
中
辺
論
』

と
デ
カ
ル
ト
の
思
想
を
も
と
に

横
田
益
薮

L
T菱
叩
の
教
学
に
つ
い
て

吹
田
隆
道
l
賢
劫
の
仏
陀
に
つ
い
て

二
、
共
同
研
究

「
浄
土
三
部
経
の
末
書
お
よ
、
ひ
原
本
の
総
合
的
調
査

な
ら
び
に
研
究
一
」
を
坪
井
俊
映
勧
学
φ
中
心
に
共
同

研
究
中
で
あ
る
。

三
、
特
別
講
演
会

5
月
幻
日
(
水
)
午
後
1
時
よ
り
/
例
教
大
学
際
陵
館

第

一
会
話
室

「
新
総
側
近
説
枠
補
思
想
の
密
教
的
源
流
」

講
師

1
韓
国
東
国
大
学
校
教
授

・
徐
問
吉
先
生

6 
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【
浄
土
宗
教
掌
布
教
大
会
】

平
成
元
年
度
の
浄
土
宗
教
学
布
教
大
会
は
、
平
成
元

年
度
浄
土
宗
布
教
師
中
央
研
一
隻

z
t第
お
回
浄
土
宗
教

学
大
会
と
の
合
同
大
会
と
し
て
、
平
成
元
年
9
H
6
日

(水
)
1
8
日
(
金
)
ま
で
の
3
日
間
に
わ
た
り
、
東
京
の

大
正
大
学
e

伊
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
一

般
研
究
発

表
の
う
ち
総
合
研
究
所
布
教
研
究
部
関
係
の
発
表
は
左

記
の
通
り
で
あ
る
。

石
割
顕
畠
1
布
教
へ
の
試
み
|

|
和
歌
の
効
用
に
つ

い
て

土
屋
正
道

1
現
代
と
布
教
|

|
浄
土
宗
亙
爪
教
区
青

年
全
国
際
救
援
前
動
に
つ

い
て

山
口
隆
誠
l
生
き
る
と
い
う
、
」
と

小
町
芳
降
1
青
少
年
と
宗
教
教
育
に
つ
い
て

漆
間
宣
隆
l
自
坊
に
於
け
る
教
化
の
試
み

阿
部
信
之
1
在
家
仏
青
が
今
か
か
え
る
問
題
点
|

|

布
教
者

t
し
て
の
立
場
か
ら

佐
藤
雅
彦

1
仏
教
と
生
命
倫
理
(H)

意
見
発
表
は
大
会
三
日
目
に
行
な
わ
れ
、
テ
!
?
は

昨
年
に
引
き
続
き
「
現
代
人
に
繋
を
ど
う
説
く
か
(H)
」

で
行
わ
れ
た
。
内
容
は
『教
化
研
究
』一

号
に
収
録
し
た
。

【
集
中
研
究
会
}

総
合
研
究
所
布
教
研
究
部
の
集
中
研
究
会
は
、
研
究

所
の
関
係
者
全
員
を
招
集
し
て
、
年
2
回
開
催
し
た
。

平
成
元
年
度
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

⑨
第
1
回
/
平
成
元
年
6
月
2
日
(
金
)
/
明
照
会
館

。
講
義
「
現
代
と
布
教
」
布
教
研
究
部
長

・
板
垣
隆

寛
師
布
教
研
究
部
主
任

・
宮
林
昭
彦
両

両
先
生
の
講
義
の
あ
と
「
現
代
と
布
教
」
の
テ

!
?
の
も
と
、
参
加
者
に
よ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
っ
た
。

@
そ
の
他

板
垣
部
長
よ
り
総
A
n
研
究
所
発
足
に
と
も
な
う

布
教
研
究
部
と
し
て
の
本
年
度
の
研
究
指
針
、
研

究
推
進
に
関
す
る
指
導
が
あ
り
、
さ
ら
に
本
ノ
ま
ほ

の
事
業
計
画
の
説
明
、
教
学
布
教
大
会
へ
の
参
〆
加

発
表
に
つ

い
て
の
説
明
、
打
合
わ
せ
等
を
行
っ
た

0

.
第
2
回
/
平
成
元
年
日
月
初
日
(
火
)
j

m
日
(
水
)
/

大
本
山
善
計
玄
ザ

。
研
究
発
表
/
研
究
部
員
と
し
て
二
年
目
を
む
か
え

た
石
割
顕
昌

・
長
尾
隆
道

・
土
屋
正
道

・
佐
野
純
雄

・
阿
部
信
之
の
各
部
員
か
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
テ
!
?

に
沿
っ
て
発
表
し
た
。

@
講
義「五

重
相
伝
仁
つ
い
て
」
大
本
山
並既
存
寺
法
主

・

藤
堂
俊
章
台
下
「
現
代
教
化
の
問
題
点
」
布
教
研

究
部
主
任

・
宮
林
昭
彦
師

7 

第
二
回
集
中
研
究
会
は
布
教
師
会
九
州
支
部
に

も
表
許
加
を
呼
び
か
け
実
施
し
た
。
開
催
に
あ
た

っ

て
は
布
教
師
会
九
州
支
部
長

・
熊
谷
靖
彦
上
人
に

多
大
の
御
配
慮
と
御
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

【
月
例
研
究
会
}

月
例
研
究
会
は

ρ
教
典
に
学
ぶ
。

と
い
う
テ
!
?
の

も
と
に
左
記
の
日
程
・
内
容
で
束
京

・
京
都
を
会
場
に

実
施
し
た
。

⑨
明
照
会
館
会
場

6
月
四
日
(
月
)
/
党
網
経
(I)

大
正
大
学
整
問
・布
教
研
究
部
主
任

宮
林
昭
彦
師

7
月
初
日
(
木
)
/
党
網
経
(H)

宮
林
昭
彦
師

叩
月
7
日
(
土
)
/
往
生
論
(I)

襲

大

学
整
問

藤
堂
恭
俊
師

藤
堂
恭
俊
師

日
月
日
日
(
土
)
/
往
生
論
(
H



』

← 

-・r可で可思覇軍喝さJ哩 E ・E ・-
⑨
仰
教
大
学
四
条
セ
ン
タ
ー
会
場

般
市
対
三
味
経
偽
教
大
学
教
授
梶
山
雄

一
師

(
以
上

『布
教
資
料
』
第
四
集
「
教
典
に
学
ぶ
」

に
掲
載
)

【
浄
土
宗
布
教
師
大
会
}

平
成
元
ノ
ま
尻
浄
土
宗
布
教
師
大
会
は
、
平
成
元
年
7

月
4
日
(
火
)
・
5
日
(
水
)
、
滋
賀
県
大
津
市

「
ホ
テ
ル

紅
葉
」
他
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。
布
教
研
究
部
か
ら

は
板
垣
部
長
、
岡
崎

・
西
岡
・
長
谷
川

・
佐
藤

・
市
川

の
各
研
究
員
が
参
加
し
た
。

【
各
宗
教
化
関
係
研
究
機
関
連
絡
協
議
会
】

各
宗
の
教
化
関
係
の
研
究
所
が
、
毎
年

一
度
、
情
報

や
意
見
を
交
換
し
争
フ
連
絡
協
議
会
が
平
成
2
年
2
月

6
日
(
火
)
、
池
上
本
門
寺
朗
峰
会
館
、
て
日
蓮
宗
の
担
当

、
て
実
施
さ
れ
た
。
本
年
の
テ
!
?
は
「
過
疎
地
寺
院
問

題
を
考
え
る
」
で
あ
っ
た
。

【
教
化
研
究
布
教
資
料
の
発
行
】

布
教
研
究
所
が

『布
教
研
究
所
報
』
と
し
て
奪
行
し

て
き
た
も
の
を

『教
化
研
究
』
と
タ
イ
ト
ル
を
改
め
第

一
号
と
し
て
発
行
し
た
。
ま
た
、
月
例
研
究
会
の
部
議

録
を
編
集
し
、

『教
典
に
学
ぶ
』
と
題
し
て
『布
教
資
料
』

第
四
集
と
し
て
発
行
し
た
。

布教研究部の研究会

こ
こ
十
数
年
間
-
法
式
研
究
所
は
当
局
の
要
請
に
よ

る
『浄
土
宗
法
要
集
』
の
改
訂
出
版
と
浄
土
三
部
経
の
宗

定
説
諦
法
の
制
定
に
取
組
ん
で
き
た
。

そ
の
う
ち

『法
要
集
』
は
「
威
儀
部
」
の
刊
行
と
、

そ
の
理
解
を
助
け
る
た
め
の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
の
制
作
を

終
わ
っ
た
。
現
在
「
音
声
部
」
は
洋
楽
議
併
記
に
よ
る

草
訂
版
の
出
版
、
「
差
定
部
」
「
偽
文
集
」
「表
白
首
読
集
」

の
編
集
に
当
た
っ
て
い
る
。

三
部
経
の
読
諦
に
つ
い
て
は

H

経
本
は
消
耗
品
で
あ

る
。
と
の
言
の
如
く
、
底
本
と
な
る
べ
き
古
本
は
皆
無

に
等
し
い
。
こ
の
た
め
疑
点
の
指
摘
は
で
き
て
い
る
が
、

最
終
決
定
の
段
階
、
て
停
滞
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

し
か
し
眼
を
周
囲
に
転
ず
れ
ば
、
法
式
と
し
て
再
考

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
問
題
が
山
積
し
て
い
る
。

先
徳
が
苦
心
し
て
作
成
さ
れ
た
諸
種
の
講
式
、
比
丘

の
必
須
科
目
‘
で
あ
っ
た
半
月
布
薩
や
広
布
薩
、
放
生
会

等
、
先
の

『浄
土
宗
聖
血(
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
特
殊

法
要
は
、
ほ
と
ん
ど
中
断
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
実
修

さ
れ
た
古
老
の
記
憶
を
た

E
り
、
早
急
に
復
元
を
国
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
多
く
の
芸
能
の
源
流
と
な
っ
た

ふ
し

各
地
の
節
念
仏
も
、
伝
承
さ
れ
た
古
老
の
死
と
と
も
に

絶
滅
す
る
で
あ
ろ
う
。

一
日
も
早
く
、
収
録
保
存
の
方

法
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
引
在
わ
れ
わ
れ
が
行
っ
て
い
る
法
要
に
つ

い
て
、

・恒
信
徒
は
ど
ん
な
感
じ
を
も
っ
て
参
列
し
て
い

る
で
あ
ろ
う
か
。
俗
文
も
経
X
も
ほ
と
ん
ど
理
解
で
き

ね
て
あ
予
三
た
だ
呪
術
的
な
ム

l
ド
に
浸
っ
て
い
る

だ
け
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
を
弛
行
し
て
い
る
僧
侶

の
威
儀
作
法
や
音
声
な
ど
、
ど
れ
も
信
仰
心
を
開
発
す

る
に
は
程
遠
い
感
じ
が
す
る
。
し
か
も
そ
れ
が
少
し
の

反
省
も
疑
間
も
な
く
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。。
教
理
と
儀

式
は
宗
教
の
二
大
要
素
。
と
か

。
説
法
と
法
要
は
伝
道

の
両
輪
。
と
口
に
は
言
う
が
、
わ
れ
わ
れ
も
宗
門
も
、

法
式
に
関
し
て
は
努
力
が
足
り
な
い
よ
う
に
思
う
。

経
文
や
伺
文
の
現
代
語
訳
、
表
白
宣
疏
類
の
新
作
も

是
非
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
先
に
、

せ
め
て
別
回
向
の
文
だ
け
で
も

砂聞
い
て
分
か
る
言
葉
。

に
し
て
も
ら
い
た
い
。
「
お
勤
め
の
中
で
分
か

っ
た
の
は

故
人
の
戒
名
だ
け
、
で
あ
っ
た
」
と
の
信
者
の
声
を
、
も

っ
と
真
剣
に
聞
か
な
く
て
は
な
る
ま
い
。

右
の
よ
う
な
考
え
か
ら
、
法
式
研
究
部
は

O
広
布
薩
の
研
究
と
復
元

O
日
常
勤
行
式
の
再
検

O

(古
典
法
軍
事
臨
終
行
儀
の
研
究

O
声
明
と
音
楽

の
四
項
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。

し
か
し
ど
れ
も
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
諸
に
つ
い
た

ば
か
り
.
で
あ
る
。

諸
師
の
御
協
力
を
得
て
成
果
を
挙
げ
た
い
と
念
願
し
て

い
る
。

法式研究部の研究会
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⑨
座
談
会
|

|
浄
土
宗
総
合
研
究
所
の
役
割
を
め
ぐ
っ
て

【
出
席
者
】

整
最
寄
附
長

竹
中
信
常

撃
納
究
普
長

藤
堂
恭
俊

布
教
研
究
理
長

板
垣
隆
寛

新
し
い
時
代
に
は
新
し
い
宗
教
の
表
現

⑨
総
合
研
究
所
の
展
望

成
田

本
日
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
あ
り
が
と

う
ご
、
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
幻
世
紀
へ
の
教
化
と
い
う
こ
と
で

は
、
わ
が
浄
土
宗
と
し
て
、
き
ち
ん
と
し
た
基

本
を
打
ち
立
て
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
。
教

学

・
布
教

・
法
式
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
、
て
、
そ
の

基
本
を
ど
う
構
築
を
す
る
か
。
こ
の
へ
ん
の
と

こ
ろ
か
ら
お
話
し
願
い
た
い
と
岡
山
い
ま
す
。

竹
中

御
宗
門
か
ら
の
御
要
望
、
わ
れ
わ
れ
サ

イ
ド
か
ら
の
希
望
と
い
っ
た
も
の
が
実
り
ま
し

て
、
従
来
の
教
学
院
研
究
所
、
布
教
研
究
所
、

法
式
研
究
所
を
有
機
的
に
結
び
つ
け
た
の
が
総

合
研
究
所
で
す
が
、
私
自
身
、

一
つ
の
イ
デ
ー

を
も
っ
て
お
り
ま
す
。
仏
教
で
は
、
よ
く
身
口

意

三
業
と
い
い
ま
す
。

身
と
は
身
体
で
の
行

動
面
、
て
、
こ
れ
が
法
式
に
あ
た
り
ま
す
。
口
は

大
衆
に
た
い
す
る
教
化
・
布
教
。
意
は
心
と
い

う
こ
と
で
、
こ
れ
が
教
学
。

こ
の
三

つ
の
側
面

が

一
体
に
な
っ
て
、
し
か
も
実
際
に
働
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
御
宗
門
か
ら
の
御
要
望
に
具

体
的
に
応
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ

こ
に
「
医
療
と
宗
教
」
な
ど
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
あ
る
と
い
う
現
状
で
あ
り
ま
す
。

成
田

藤
堂
先
生
、
特
に
教
学
と
い
う
こ
と
で
、

い
か
、が
お
考
え
で
す
か
。

藤

堂

時
代
は
な
る
ほ

E
変
わ
っ
て

い
く
わ
け

で
す
が
、
人
聞
は
さ
は

E
変
わ
ら
な
い
。
た
だ
、

現
代
は
人
聞
が
作
り
出
し
た
も
の
に
よ
っ
て
人

間
自
身
が
大
い
に
汚
染
さ
れ
て
お
る
。

こ
の
汚

染
を

E
う
克
服
し
、

E
う
清
浄
化
し
て
い
く
か
。

【
司
会
】

法
式
研
究
部
長

津
田
徳
翁

成空

ij 

そ
れ
が
私
た
ち
の
課
題
で
は
な
か
ろ
う
か
。
汚

染
の
根
源
を
私
自
身
と
す
る
の
が
信
機
で
す
ね
。

成

田

ヨ

ー

ロ

ッ
パ
や
ソ
連
で
大
き
な
変
化
が

起
こ
っ
て
い
ま
す
。
社
会
経
済
的
な
背
景
は
さ

て
お
き
、
神
の
存
在
、
仏
の
存
在
を
否
定
し
て

き
た
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
に
対
し
て
悠
ロ
え
が
出
た
の

で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
宗
教
の
側
も
時
代
に

応
じ
て
い
く
必
要
が
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。
幻
世

紀
の
人
間
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
新
し
い
布
教
の

方
法
、
板
垣
先
生
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
御
意
見

を
お
願
い
し
ま
す
。

板
垣

生
き
て
い
る
私
た
ち
が
救
わ
れ
な
け
れ

ば
宗
教
の
存
在
価
値
は
あ
り
ま
せ
ん
。
極
言
す

れ
ば
、
生
身
の
私
、
現
在
の
私
が
救
わ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
が
根
本
的
理
念
。
そ
し

て
私
ら
は
、
お
念
仏
が
中
心
で
あ
り
ま
す
。
お

念
仏
を
申
せ
ば
、
祈
ら
な
く
て
も
救
わ
れ
る
と

い
う
こ
と
を
強
く
前
面
に
出
す
べ
き
で
は
な
い

カ

9 



-
座
談
会

1
総
合
研
究
所
の
役
割
を
め
ぐ
っ
て

そ
の
場
合
に
、
現
代
に
ア
ピ
ー
ル
、
で
き
る
浄

土
教
、
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
私
ど
も
の
ほ
う

に
最
上
川
と
い
う
川
が
あ
る
。
そ
の
流
れ
は
不

変
で
あ
り
ま
す
が
、
し
か
し
、
水
は
た
え
ず
去

っ
て

い
る
。
サ
ン
ズ
イ
(
偏
)
に
「
去
る
」
と
書

い
て
「
法
」
と
読
む
ん
で
す
ね
。
本
質
や
真
理

は
変
わ
ら
な
く
て
も
、
表
現
は
時
代
と
共
に
変

え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
点
で
今

後
、
教
学
や
法
式
の
方
々
か
ら
、
い
ろ
ん
な
こ
と

を
教
え
て
い
た
だ
き
つ
つ
、
私
た
ち
に
も
第

一

線
の
活
躍
の
場
を
与
え
て
も
ら
え
れ
ば
、
た
い

へ
ん
あ
り
が
た
い
と
感
じ
て
い
・
手
品
す
。

成
田

津
田
先
生
、
教
え
を
現
代
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
に
は
表
現
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

い
う
お
話
で
し
た
が
、
そ
の
点
、
い
か
が
で
し

ト

if
フ
。

津
田

法
式
で
の
将
来
へ
の
展
望
を
考
え
る
な

ら
ば
、
表
現
方
法
を
変
え
る
と

い
う
よ
り
は
、

む
し
ろ
工
夫
を
し
て
ゆ
く
必
要
性
が
あ
る
だ
ろ

う
。
た
と
え
ば
教
え
る
立
場
の
教
師
に
つ
い
て

言
え
ば
、
従
来
の
口
伝
の
み
に
よ
る
指
導
で
は

不
足
で
は
な
い
か
。
わ
か
り
に
く
さ
を
解
消
す

る
意
味
、
て
写
真
や
ビ
デ
オ
を
用
う
る
の
も

一
つ

の
方
法
で
あ
ろ
う
し
、
教
化
さ
れ
る
側
の
檀
信

徒
へ
の
対
応
と
し
て
は
今

一
層
わ
か
り
や
す
い

勤
行
式
の
解
説
書
や
手
引
を
対
機
的
な
指
導
と

あ
わ
せ
て
用
う
る
こ
と
で
、
現
代
に
相
応
し
て

ゆ
け
る
と
考
え
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら

は
法
式
の
基
本
的
な
あ
り
方
を
根
本
的
に
変
え

て
し
ま
う
と
い
う
意
味
、
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

10 

こ
れ
か
ら
の
宗
教
の
課
題
は
何
か

⑨
医
療
と
宗
教
の
あ
い
だ
で

成
田

今、

一
言
ず
つ
御
発
言
を
い
た
だ
き
ま

し
て
、
総
合
研
究
所
の
理
念
と
か
目
的
に

つ
い

て
は

一
応
、
語
ら
れ
た
か
と
思
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
当
面
の
課
題
で
あ
り
ま
す
「
医
療
と
宗
教
」

と
い
う
テ
!
?
に
話
題
を
移
し
た
い
と
思
い
ま

す。
実
は
昨
日
の

こ
と
、
で
す
が
、

ガ
ン
で
四
十
歳

、
て
亡
く
な
っ
た
人
の
お
兄
さ
ん
と
話
を
し
ま
し

た
。
お
兄
さ
ん
は
お
医
者
さ
ん
な
ん
で
す
が
、

本
人
に
ガ
ン
を
告
知
し
な
く
て
良
か
っ
た
と
お

っ
し
ゃ
る
。
も
し
本
人
に
告
知
し
た
ら
、
「
お
ふ

く
ろ
に
は
言
わ
な
い
で
く
れ
」
と
言
う
に
き
ま

っ
て

い
る
。
そ
れ
に
ま
あ
、
最
期
ま
で
治
る
と

い
う
希
望
を
も
っ
て
い
た
か
ら
、
私
の
感
じ
と

し
て
は
、
や

っ
ぱ
り
本
人
に
知
ら
せ
な
く
て
良

か
っ
た
と
い
う
。

ガ
ン
を
告
知
す
る
場
合
、
日
本
で
は
家
族
に

告
げ
て
も
本
人
に
は
知
ら
せ
な

い
の
が

、
」
れ
ま

で
の
常
識
で
す
よ
ね
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
は

逆
。
本
人
に
は
告
知
し
て
も
、
家
族
に
は
教
え

な
い
。
こ
れ
は
、
ど

っ
ち
か
な
ん
で
す
ね
。
本

人
に
告
知
す
れ
ば
身
内
の
者
に
教
え
な
い
で
く

れ
と
言
う
に
き
ま
っ
て
ま
す
か
ら
。

わ
れ
わ
れ
宗
教
者
と
し
て
は
、
こ
う
い
う
問

題
に
ど
こ
ま
で
踏
み
込
ん
で
い
け
る
も
の
か
。

医
療
と
宗
教
と

い
う
の
は
、
そ
う

い
う
問
題
で

し
ょ
う
ね
。

竹
中

医
療
と
宗
教
と
い
え
ば
臓
器
移
殖
の
問

題
も
あ
る
。
私
は
臓
器
移
植
も
結
構
だ
仁
思
う
。

し
か
し
、
あ
れ
は
人
聞
に
対
す
る
生
物
学
的
な



処
置
、
で
あ
っ
て
い
さ
さ
か
も
心
の
中
に
入
っ
て
き

て
い
な
い
。

ガ
ン
告
知
の
問
題
、
て
は
、
わ
れ
わ
れ
の
大
先

輩
の
岸
本
英
夫
先
生
が
五
年
間
に
四
十
何
回
も

手
術
を
受
け
て
、
最
初
か
ら
自
分
が
ガ
ン
だ
と

認
識
し
て
、
そ
れ
か
ら
の
ほ
う
が
価
値
あ
る
仕

事
を
な
さ
っ
た
。
そ
う
い
う
ケ
l
ス
も
あ
る
。

で
す
か
ら
、
こ
の
問
題
は
、
場
合
に
応
じ
る
と

い
う
よ
う
な
、
』
と
で
す
ね
。

板
垣

家
族
と
当
人
の
ど
ち
ら
に
も
教
え
な
い

と
い
う
方
法
も
あ
る
、
で
し
ょ
う
ね
。
言
わ
な
く

て
も
態
度
で
感
ず
る
場
合
も
往
々
に
し
て
あ
る

か・
3
り
。

竹
中

そ
の
あ
た
り
は
臨
機
応
変
と
い
う
こ
と

、
で
し
ょ
う
ね
え
。

い
わ
ゆ
る
生
物
学
的
生
命、

こ
れ
は
も
う
、
お
医
者
さ
ん
、
で
な
け
れ
ば
ど
う

に
も
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
も
う

一
つ
の
命
、

人
聞
と
し
て
の
本
人
の
生
命
意
識
は
、
わ
れ
わ

れ
が
力
強
く
ケ
ア
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

ぃ
。
死
期
を
き
と

っ
た
人
、
で
あ
れ
ば
そ
の
よ
う

に
、
ま
た
、
生
き
る
望
み
を
も
っ
て
療
養
に
努

め
て
い
る
人
に
は
、
や
は
り
望
み
を
。
臨
機
応

変
に
、
宗
教
者
と
し
て
心
の
中
へ
分
け
入
っ
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
基
本
的
な
生
命
の

尊
厳
と
い
う
も
の
、
ど
う
死
ぬ
べ
き
か
、
ど
う

生
き
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
に
な
る
と
、
お
医

者
き
ん
で
な
く
、
わ
れ
わ
れ
で
な
い
と
対
処
で

き
な
い
、で
し
ょ
う
。

藤
堂

ガ
ン
告
知
の
問
題
、
て
岸
本
先
生
の
お
話

が
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
、
そ
れ
だ
け
の
平
常
心

が
で
き
て
い
る
か
で
き
て
い
な
い
か
。
こ
こ
の

問
題
で
す
よ
ね
。
こ
の
あ
い
だ
も
、
あ
る
女
性

が
、
お
念
仏
の
お
か
げ
で
動
揺
な
く
手
術
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
た
と
言
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
人
の
場
合
は
、

平
生
、
お
念
仏
を
し
て
お

ら
れ
た
と

い
う
関
係
も
あ
る
、で
し
ょ
う
。

臨
終
に
つ
い
て
は
三
種
の
愛
心
が
あ
る
と
、

よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
病
気
に
よ
る
身
体
的
な
痛

み
、
家
族
や
遺
産
の
こ
と
と
か
、
自
分
の
生
命

に
対
す
る
執
着
、
死
後
ど
こ
へ
住
く
か
と
い
う

精
神
的
な
苦
悩
が
入
れ
代
わ
り
立
ち
代
わ
り
心

を
さ
い
な
む
。
そ
れ
に
対
し
て
、
い
わ
ゆ
る
阿

弥
陀
如
来
の
来
迎
が
あ
る
。
阿
弥
陀
様
の
姿
を

見
、
感
じ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
散
り
乱
れ
て
い

る
心
が
そ
こ
に
集
中
さ
れ
る
か
ら
、
苦
悩
は
消

え
る
。
こ
れ
は
心
の
問
題
、
で
す
か
ら
、
ど
う
し

て
も
心
を
養
う
と
い
う
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま

す
ね
。

竹
中

だ
か
ら
、
心
を
語
れ
る
お
医
者
き
ん
で

な
い
と
ね
。
わ
れ
わ
れ
も
病
気
に
つ
い
て
も
う

す
こ
し
研
究
を
し
、
同
時
に
お
医
者
さ
ん
に
説

教
す
べ
き
だ
と
思
う
ね
。

板
垣

お
医
者
さ
ん
は
肉
体
だ
け
見
て
、
心
と

い
う
も
の
を
見
て
い
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
。

現
在
の
医
療
は
死
ね
ま
で
や
っ
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
、
も
う
止
め
て
く
れ
と
い
う
場
合
が
た
く

さ
ん
あ
る
。
そ
れ
で
い
い
の
か
ど
う
か
。

私
の
と
こ
ろ
の
檀
家
て
、
「
う
ち
の
オ
ヤ
ジ
が

そ
ろ
そ
ろ
だ
め
に
な

っ
た
。
そ
し
て
今
和
尚
さ

ん
が
来
て
く
れ
る
か
ら
と
お
医
者
さ
ん
を
断

っ

た
か
ら
、
和
尚
さ
ん
、
来
て
く
れ
」
と
言
っ

て

き
た
人
が
い
ま
す
。
私
は
仏
壇
に
お
参
り
し
て
、

こ
う
言
っ

た
ん
で
す
。

「
一
緒
に
お
念
仏
し
ま
し
ょ
う
。
そ
う
す
る
と
、

阿
弥
陀
様
は
必
ず
極
楽
に
連
れ
て
い
っ
て
く
れ

る
か
ら
、
な
ん
に
も
心
配
す
る
必
要
は
な
い
。
た

だ
、
お
ま
か
せ
す
る
ん
だ
と
い
う
気
持
ち
で
、
ゆ

っ
く
り
と
十
遍
お
念
仏
を
と
な
え
ま
し
ょ
う
」
と
。

も
う
弱
っ
て
、
目
も
聞
か
な
い
し
声
も
出
な

11 



⑨
座
説
副
会
|

|
総
合
研
拘
需
の
役
割
を
め
ぐ
っ
て

ぃ
。
口
真
似
だ
け
で
十
遍
お
念
仏
を
と
な
え
ま

し
た
。
最
後
に
日
課
数
珠
を
あ
げ
て
、
「
こ
れ
を

す
る
と
阿
弥
陀
様
は
必
ず
あ
ん
た
を
丈
夫
に
し

て
く
だ
さ
る
か
ら
、
あ
ん
た
、
丈
夫
に
な
り
な

さ
い
」
。
こ
う
言
っ

て
帰

っ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら

一
か
月
た

っ
て
も
二
か
月
た
っ
て

も
、
死
ん
だ
と
い
う
通
知
が
来
な
い
。
お
彼
岸

で
そ
の
家
に
言
っ

た
ら
、
「
ゃ
あ
、
和
尚
さ
ん
、

ご
く
ろ
う
さ
ん
で
し
た
」
な
ん
て
、
そ
の
オ
ヤ

ジ
が
外
か
ら
帰

っ
て
き
ま
し
た
。
な
ん
と
、
畑

に
行
っ
て
き
た
と
言
う
ん
で
す
よ
。

と
こ
ろ
が
、

一
年
ほ
ど
た
っ
て
、
息
子
が
「
オ

ヤ
ジ
が

い
よ
い
よ
だ
め
に
な
り
ま
し
た
」
と
言

っ
て
き
た
。
聞
く
と
、
数
珠
が
ボ
ロ
ッ
と
切
れ

た
ら
し
い
。
そ
れ
で
だ
め
に
な
っ
た
と
言
う
。

当
人
も
、

今
度
は
極
楽
詣
り
が
で
き
る
か
ら
、

和
尚
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
数
珠
を
自
分
と

一

緒
に
茶
昆
に
付
し
て
く
れ
と
遺
言
し
て
い
る
と

い
う
。
そ
の
数
珠
を
渡
し
て
か
ら

一
年
ち
ょ
っ

と
、
そ
の
聞
は
丈
夫
で
い
た
ん
で
す
。

成
田

そ
の

一
年
聞
が
、
す
ば
ら
し
い
。

板
垣

宗
教
の
尊
さ
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う

と
こ
ろ
に
あ
る
ん
で
は
な
い
か

t
思
う
。
そ
の

一
年
間
、
当
人
は
非
常
に
充
実
し
た
期
聞
を
過

ご
し
ま
し
た
か
ら
。

成
田

お

っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
ね
。
こ
れ
を
い

か
に
大
衆
教
化
の
中
に
組
み
入
れ
て
い
く
か
。

こ
れ
が
研
究
所
の

一
番
基
本
的
な
問
題
に
な
り

ま
す
ね
。

板
垣

百
万
遍
知
恩
寺
に
『
阿
弥
陀
経
』
を
彫

っ
た
大
き
な
石
碑
が
あ
り
ま
す
ね
。

こ
の
石
碑

12 

の
『阿
弥
陀
経
』
の
中
に
今
私
達
が
唱
え
て
い
る

阿
弥
陀
経
の
ほ
か
に
二
十

二
子
多
く

「諸
々
の
厄

難
を
除
か
れ
て
、
諸
々
の
福
徳
を
得
る
」
と
い

う
意
味
の
こ
と
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を

私
は
前
面
に
出
し
て
い
る
。
念
仏
申
す
こ
と
に

よ

っ
て
願
わ
な
く
て
も
厄
難
を
除
か
れ
、
福
徳

を
得
る
。
だ
か
ら
、
し

っ
か
り
や
り
な
さ
い
、
と
。

成
田

津
田
先
生
、
法
式
と
い
う
こ
と
で
は
、

今
の
よ
う
な
こ
と
を
、
い
か
が
お
考
え
で
す
か
。

津
田

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
者
で
、
ガ
ン
の
細
胞

は
酸
素
中
で
は
存
在
、
で
き
な
い
が
炭
酸
ガ
ス
中

で
は
長
期
間
生
き
ら
れ
、

一
日
に
少
な
く
と
も

三
十
回
ぐ
ら
い
深
呼
吸
す
れ
ば
増
殖
を
抑
え
る

こ
と
が
可
能
だ
と
言

っ
て
た
の
が
い
た
け
れ
ど

も
、
こ
れ
を
応
用
し
て
、
檀
信
徒
に
対
し
て
朝

夕
仏
壇
の
前
で
十
五
回
、

二
十
回
ゆ

っ
く
り
お

念
仏
を
称
え
れ
ば
健
康
維
持
、
増
進
に
な
る
と

勧
め
る
と
か
、
法
式
家
に
は
、
稽
古
の
時
、
喉

を
聞
い
て
本
当
の
呼
肢
で
発
声
す
る
よ
う
に
と

指
導
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

成
田

お
釈
迦
さ
ん
は
「
生
老
病
死
」
と
い
う

こ
と
を
お

っ
し
ゃ

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
病
と

死
は
別
の
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
病
の

結
果
が
死
で
は
な
い
。
過
去
の
聖
人
の
足
跡
を

た
ど
る
と
、
立
派
な
死
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

そ
れ
は
病
の
結
果
、で
は
な
い
。

板
垣

極
楽
往
生
を
法
然
上
人
は
お
説
き
に
な

っ
て
い
る
が
、
生
の
延
長
が
死
、
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
だ
か
ら
悔
の
な
い
人
生
、
生
き
て
い
る

聞
の
念
仏
が
大
切
。
死
後
の
こ
と
を
考
え
る
な

ら
、
生
き
て
い
る
聞
に
し

っ
か
り
念
仏
を
す
る

こ
と
が
、
法
然
上
人
の
真
意
で
は
な
か

っ
た
か
。

藤
堂

そ
う
い
う
ふ
う
に
素
直
に
念
仏
を
と
な

え
る
人
が
、
現
世
を
い
か
に
思
い
煩
わ
ず
に
生
き

る
か
と
い
う
所
に
ま
で
も

っ
て
い
く
に
は
、
ど
う

す
る
か
、
そ
れ
が
、
今
後
の
課
題
の

一
つ
で
す
ね
。



変
化
す
る
社
会
の
中
で

板
垣

今
、
日
本
に
は
十
数
万
も
の
宗
教
が
あ

る
そ
う
で
す
が
、
な
ん
て
そ
ん
な
に
あ
る
の
か

と
考
え
る
と
、
わ
れ
わ
れ
が
こ
れ
ま
で
強
力
に

教
化
を
進
め
て
き
た
の
か
ど
う
か
と
反
省
さ
せ

ら
れ
ま
す
。
私
の
試
案
の

一
っ
て
す
が
、
今
、

田
舎
の
は
う
か
ら
ど
ん
ど
ん
と
都
会
に
人
が
来

る
。
そ
う
い
う
人
に
私
は
両
親
の
住
牌
を
も
た

せ
て
、
待
土
宗
の
寺
が
こ
こ
に
あ
る
か
ら
、
そ

こ
に
お
参
り
し
な
さ
い
と
言
っ

て
い
る
ん
で
す
。

そ
う
す
れ
ば
、
い
ろ
ん
な
宗
教
に
迷
わ
ず
、
そ

こ
に
行
け
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
れ
を
全
浄
土

宗
寺
院
が
や
れ
ば
、
大
き
な
教
線
拡
大
に
な
る

で
し
ょ
う
。

竹
中

今
は
人
口
流
動
化
が
激
し
い
か
ら
、
東

京
で
も
檀
家
が
拡
散
し
て
、
遠
く
ま
で
法
事
に

出
か
け
、
ざ
る
を
え
な

い
。
お

っ
し
ゃ

っ
た
よ
う

に
全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
っ
て
、
ど
こ

の
地
域
で
も
浄
土
宗
の
お
寺
に
行
け
る
と
い
う

の
が

一
番
い
い
。
今
、
ブ

ロ
ッ
ク
制
を
と

っ
て

い
る
け

E
、
そ
れ
は
お
寺
の
ブ

ロ
ッ
ク
制
で
あ

っ
て
、
檀
家
の
ブ

ロ
ッ
ク
に
は
な
っ
て
い
な
い

ん
で
す
ね
。

成
田

お
と
と
い
千
葉
、
で
お
手
つ
ま
の
大
会
が

あ
り
ま
し
で
ね
、
千
数
百
人
の
檀
信
徒
が
集
ま

っ
て
い
ま
し
た
。
藤
堂
先
生
、
わ
れ
わ
れ
東
の

人
聞
は
お
子
つ
ぎ
と
い

っ
て
も
ピ
ン
と
こ
な
い

と
こ
ろ
が
あ
る
ん
で
す
が
、
こ
れ
は
巨
大
な
カ

で
す
ね
。
竹
中
先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
信
者
組
識

と
い
え
ば
、
今
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
し
か
な
い
。

竹
中

そ
う
で
す
ね
。

成
田

お
寺
に
人
を
集
め
よ
う
と
思
っ
て
も
、

な
か
な
か
集
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
「
お
手
つ
ぎ
」

と
い
う
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
な
ん
ら
か
の

組
織
は
必
要
で
す
よ
。
組
織
が
あ
っ
て
、
そ
れ

が
口
良
品
的
に
活
動
し
て
い
る
か
ら
人
が
来
る
ん

で
す
。
私
の
感
じ
て
言
え
ば
、
西
の
ほ
う
は
か

な
り
強
力
な
組
織
を
も
っ
て
い
ま
す
ね
。

藤
堂

そ
れ
と
、
関
西
で
は
五
重
相
伝
を
よ
く

や
り
ま
す
。

板
垣

あ
れ
は
大
切
で
す
。
東
北
で
も
、
よ
く

や
り
ま
す
。

成
田

非
常
に
意
義
の
あ
る
こ
と
だ
け
れ
ど
も

関
東
、
特
に
東
京
で
は
た
い
へ
ん
少
な
い
で
す

ね
。
非
常
に
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
き
て
、
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
も
の
だ
け
れ
ど
、
そ
れ
を
研
究

所
あ
た
り
が
取
り
上
げ
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。

竹
中

現
代
的
な
も
の
と
し
て
ね
。

成
田

五
重
に
は
教
学

・
布
教

・
法
式
の
す
べ

て
の
面
が
あ
り
ま
す
し
ね
。

板
垣

以
前
、
私
の
と
こ
ろ
で
も
五
重
相
伝
を

や
り
ま
し
て
、
組
内
の
二
千
人
を
超
す
人
が
集

ま
り
ま
し
た
。
収
容
し
き
れ
な
い
の
で
、

一
日

三
回
に
分
け
て
、
檀
家
を
連
れ
て
き
た
人
を
唱

導
師
に
し
て
や
っ
た
。

こ
れ
は
非
常
に
よ
か

っ

た
と
思
う
。
そ
の
お
寺
の
和
尚
さ
ん
が
唱
導
師

を
勤
め
る
と
、
檀
家
の
人
も
喜
ん
で
く
れ
ま
す

か
ら
。

一
か
寺
だ
け
で
は
な
か
な
か
で
き
な

い

面
も
あ
る
し
、
そ
う
い
う
の
も

一
つ
の
方
法
だ

と
思
い
ま
す
。

成
回

目
世
紀
へ
の
教
化
と
い

っ
て
も
、

ま
つ
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⑨
座
談
会

総
合
研
雪
所
の
役
割
を
め
ぐ
っ
て

た
く
新
し
い
も
の
を
作
り
出
す
の
で
は
な
く
、

伝
統
的
な
も
の
を
レ
か
に
生
か
し
て
い
く
か
と

い
う
視
点
が
重
要
で
す
ね
。

板
垣

そ
う
で
す
。

成
田

た
と
え
ば
百
人

一
首
、
全
部
か
な
で
書

い
て
あ
り
ま
す
ね
。
あ
れ
は
平
が
な
を
日
本
人

に
党
え
さ
せ
る
手
段
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
あ
れ

を
作

っ
た
の
は
宇
都
宮
頼
綱
、
ご
承
知
の
よ
う

に
法
然
上
人
の
お
弟
子
で
、

実
信
一肪
蓮
生
と
い

っ
た
。

こ
れ
は
大
き
な
大
衆
教
化
の
方
法
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
百
人

一
首
を
小
学
生
の

孫
が

一
生
懸
命
勉
強
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。
友

達
と
や
っ
た
け
ど
、
う
ま
く
取
れ
な
か

っ
た
と

言
っ

て

『
マ
ン
ガ
百
人

一
首
』
と
い
う
の
を
買

っ
て
き
て
ね
。
そ
こ
に
宇
都
宮
頼
綱
も
い

っ
ぱ

い
出
て
く
る
。

こ
れ
は
立
派
な
絵
解
き
で
す
よ
。

考
え
て
み
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
先
輩
は
、
そ
う

い
う
大
衆
教
化
を
す
ご
く
や

っ
て
き
た
ん
で
す

ね
。

板
垣

『般
若
心
経
』
を
絵
で
表
し
た
も
の
も
あ

り
ま
す
。
{
子
が
読
め
な
い
人
に
絵
で
教
え
て
い

る
。
は
じ
め
は
意
味
が
わ
か
ら
な
く
て
も
、
触

れ
て
い
る
あ
い
だ
に
わ
か
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
、

こ
れ
か
ら
の
わ
れ
わ
れ
の
仕
事
と
し
て
は
、
ど

ん
な
方
法
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
紙
芝
居
の
よ
う

な
も
の
も
、
こ
れ
か
ら
研
究
し
て
い
き
た
い
。

幼
児
だ
け
で
な
く
、
年
寄
り
も
非
常
に
存
ぶ
。

浄
土
宗
で
も
研
究
し
て
進
め
て
も
ら
い
た
い
こ

と
の

一
つ
で
す
ね
。

竹
中

節
談
説
教
の
よ
う
な
方
法
も
あ
っ
た
わ

け
で
、
祝
党
・
聴
党
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
訴
え

て
教
化
し
た
歴
史
が
あ
る
。
特
に
若
い
方
に
訴

え
る
と
な
る
と
、
法
要
に
し
て
も
ム

l
ド
を
盛

り
上
げ
る
仕
組
み
が
必
要
で
す
。
そ
れ
に
は
法

式
の
而
で
も
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

津
田

今
年
の
秋
、
増
上
寺
を
会
場
と
し
て
縁
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山
声
明
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
共
演
で
公
演
会
の

予
定
が
あ
り
、
研
究
所
所
員
各
位
の
協
力
を
願

う
次
第
で
す
。

藤
堂

そ
れ
は
た
の
し
み
で
す
ね
。

大
阪
教
区

、て
は
す
で
に
、
ひ
か
り
を
加
え
て
や

っ
て
ま
す
。

そ
の
よ
う
に
間
口
を
広
げ
る
こ
と
は
好
い
。

板
垣

そ
れ
が
時
代
即
応
と
い
う
こ
と
で
す
よ
。

藤
堂

間
口
は
い
く
ら
広
げ
て
も
結
構
で
す
が
、

お
念
仏
が
聴
衆
の
心
に
入
っ
て
も
ら
わ
ね
ば
い
け

な
い
の
で
、
焦
点
は
し
ぼ
っ
て
お
か
な
く
て
は

ね
。

竹
中

そ
の
し
ぼ
り
方
は
教
学
が
や
ら
な
い
と

い
け
な
い
。
そ
の
上
。
て
、
い
か
に
間
口
を
広
げ

る
か
と
い
う
こ
と
は
布
教
と
法
式
が
や
る
。

成
田

わ
か
り
ま
し
た
。
短

い
時
間
の
座
談
会

で
し
た
が
、
非
常
に
方
向
性
が
は
っ
き
り
出
て

き
た
と
思

い
ま
す
。
本
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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E参

戸斤報第1号の表紙を

ソラマメの写真で飾ってみました。

数十億年の生命の歴史をはらみ、

さらなる生命へと受け継いで、いく

円環の接点に実をむすんだ種子の

県平やかなクVー ン・・…。

それは、教えを受付継ぐことの確かさと

新鮮さを私たちに告げているかのようて、す。

(撮影/尾之内勇武)
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